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明けましておめでとうございます 

今年は新元号を迎える年。皆様におかれましては希望をもって新年をお迎えの 

こととお慶び申し上げます。 

当協議会は平成 24年の発足以来、6年を経過しました。 

府中地区では「みんなで作ろう、住みよい府中！」を合言葉にして、以下の 5 

分野に重点をおいたまちづくり活動を展開していますが、平素は積極的にご協 

力、ご参加いただき、厚くお礼申し上げます。 

① 子育て（「子どもは地域の宝もの、地域みんなで育てよう」を実践する地区） 

② 高齢者福祉（高齢者が元気に活躍する地区） 

③ 自然環境（豊かな自然を次世代に繋ぐ地区） 

④ 多文化共生（異文化を背景に持つ人々が共生できる地区） 

⑤ 防災（いざという時に住民同士が助け合える地区） 

昨年春にスタートしました町の「第 6次総合計画」の中で、人口減少が徐々に 

進行し、自治会加入率が低下する中、「協働」が第 1のテーマに掲げられ、住民、 

行政、議会の一層の協力が強調されています。 

私達の府中地区を将来にわたって存続させるために、皆様のまちづくり活動へ 

のご協力をお願いしますと共に、各事業活動を改善するためのご提言、ご提案 

をお寄せいただきますようお願いし、新年のご挨拶といたします。 

会長  早瀬 正敏 

行 事 予 定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初   釜  2019 年 1 月 13 日（日） 

時 間：午前 10 時～12 時 

場 所：府中地区まちづくりセンター 2 階和室 

対 象：どなたでもご参加いただけます。 

申 込：2019 年 1 月 6 日（日）までに 

府中地区まちづくりセンターへ 

府中歴史教室  2019 年 1 月 26 日（土） 

時 間：午後 2 時～4 時 

場 所：府中地区まちづくりセンター 2 階研修室 

内 容：正倉院文書『美濃国司解』を読む 

講 師：亀田 剛広 学芸員 

いきいきふれあいサロン 

日 時：2019 年 1 月 13 日（日） 

午前 9 時 30 分～11 時 30 分 

場 所：府中地区まちづくりセンター  

内 容：新年を祝う「初釜」に参加しよう 

参加料：100 円（菓子、飲み物等） 

府中地区まちづくりセンターのロビーに

飾るひな人形を募集しています。 

連絡先：府中地区まちづくりセンター 

☎23-2002 



ご 報 告 

第 6 回まちづくり研修会：避難所運営訓練 

12 月 2 日、まちづくり研修会が開催されま 

した。昨年は大阪北部を震源とする地震や多 

くの河川が氾濫した 7 月豪雨、巨大台風が複 

数通過するなど多くの災害に見舞われた一年 

だったこともあり、大勢の住民が「避難所運 

営訓練」に参加しました。 府中小学校西にある防災倉庫では備蓄機材の確認が行われ

ました。1 センチの隙間さえあれば使用可能な救出用ジャ

ッキや非常用発電機などの使用方法が実演され、参加者は

熱心に見入っていました。 

ふれあいスポーツ in府中の

「タンカで大玉運び」競技

でやったよね そだねー 

ダンボール間仕切りパネルを組み立て、6 畳の仕切り内に

おとな 6 人が寝てみました。参加者の「実際は荷物が持ち

込まれるのでもっと狭いですよね」「エコノミークラス症候

群になりそうです」との言葉に、垂井町企画調整課の小竹

武志さんは「可能であれば避難所で生活物資を受け取り、

自宅で避難生活を送っていただきたい」と話されました。

 

参加者の声 

消火訓練や避難訓練は家庭や自治会でも

できますが、避難所運営に特化した訓練

は地域レベルでないとなかなかできませ

ん。今後も参加したいと思います。 

地域の防災リーダーとして基礎的知識を

向上することができました。 

昨年テレビなどで「想定外」という言葉

を耳にしましたが、災害に「想定外」は

ありません。常に危機意識を持っていな

ければと感じました。 

協議会主催で開催されている「自主防災リーダー育成講座」。

回を重ねるごとにわたしたちの地域に防災リーダーが次々と

誕生しています。今年も安心・安全なまちづくりをめざして

地域一体となって取り組んでいきましょう。 

二人とも「そば好き」と話すご夫婦は家族で参加。力の

いる作業に小学生の息子さんはギブアップ寸前でした

が、いざ試食となると「おいしい！」と大喜びでした。 

12 月 8 日と 16 日、そば打ち教室

が開催されました。そば打ちは専用

の道具や材料が必要とあって、なか

なか家庭ではできないため、毎回す

ぐに定員が埋まる人気の教室です。

今回も岩手地区の「谷そばの会」の

皆さんに指導していただきました。 

そ ば 打 ち 教 室 


